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新たな年を迎えて

農林水産政策研究所長

皆様、新年おめでとうございます。年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

当研究所は 昨年の暮れに霞が関 の全面移転を完了し 昨年は行政との

長 清

当研究所は、一昨年の暮れに霞が関への全面移転を完了し、昨年は行政との
連携を一段と強め、研究活動をすすめてまいりました。また、地の利を生か
して、各種セミナーや定例研究会に多数の皆様にご参加いただきましたし、
国内の大学等関係機関はもとより、海外の研究機関とのネットワークも生か
した研究活動の充実にも努めてまいりました。これらは、ひとえに関係の皆
様方のご理解とご協力のおかげであり、厚く御礼申し上げます。

昨年は政権交代が起こり、農林水産省にとってもその政策のあり方・進め方
が大きく変わりました。したがって、当所としても、これまでの基本方針を
ベースにしつつ、この大きな変化の中で、さらにその役割が発揮できるよう、
以下の２点について新たな課題として力を入れたいと思います。

その１つは、マスコミ・一般紙への研究成果の寄稿やテレビのコメンテー
ターとして、若手研究者を中心に、情報発信のウイングを広げたいと思いまタ として、若手研究者を中心に、情報発信のウイングを広げたいと思いま
す。この目的は、食料や農業、環境の実態や問題について、専門の方だけで
なく、広く一般の方や消費者の皆さんに知っていただくためです。また、同
時に当所や研究者のアピールにもなります。しかし、そのためには「研究に
より、こういうことが分かった」というだけでは不十分で、「だから今後、
政策はかくあるべし」という提言が不可欠です。要は「だから何なんだ」と
いう問題意識を所全体で共有しながら取り組みたいと思います。

２つめは、基礎的・中期的研究テーマの設定です。これまで行政との連携を
強めることで、政策ニーズに直結した研究テーマが設定され、研究成果が
様々に活用されるようになりました。その反面、短期的な研究になりがちで、
少し先を見て、農業・農村の実態を把握・分析し、さらなる政策の必要性や
将来の政策の選択肢を示すといった、いわば骨太の研究がしにくくなってい
ます。このため、22年度の研究テーマの設定に当たっては、これまでの行政
との連携という基本方針を踏襲しつつ このような骨太の研究を１本でも２との連携という基本方針を踏襲しつつ、このような骨太の研究を１本でも２
本でも開始すべく調整を進めます。特に今年は戸別所得補償制度のモデル事
業がスタートします。農業・農村にもたらす様々な効果や影響を客観的に捉
え、農業生産、農地、担い手などの切り口から構造変化をあぶりだし、将来
への提言につながればと考えています。

いずれにしましても、関係の皆様には、本年も様々な場面でお世話になるこ
とと思います。なにとぞよろしくご理解とご協力のほどお願いいたします。
最後になりましたが、皆様方のご健康とご多幸をお祈りしまして新年のご挨
拶といたします。

新たな年を迎えて



農林水産政策研究所上席主任研究官
藤岡 典夫

「ホルモン牛肉紛争」は、1980年代にEC（当時）が人の健康へのリスクを
理由に成長ホルモンを使用した牛肉の輸入禁止措置をとったのに対し、米国
がこの措置を「不当な貿易障壁」としてGATT提訴したのに始まり、その後
WTOに場を移して熾烈な対立が続いてきました。以下の表の通りWTOでは２次
にわたり争われ、いずれにおいても最大の争点は、EUの輸入禁止措置がSPS
協定（衛生植物検疫措置の適用に関する協定）の定める「科学的根拠（適切協定（衛生植物検疫措置の適用に関する協定）の定める 科学的根拠（適切
なリスク評価）に基づく」との要件を満たしているかどうかでした。その第
１ラウンドでは、一審のパネル及び二審の上級委員会ともに違反を認定し、
EUは是正を求められました。EUの新指令施行後（依然として輸入禁止）の第
２ラウンドでは、パネルがやはり違反認定したのに対し、上級委員会はパネ
ル判断のいくつかの点を修正しつつも最終判断はせず、再度パネル手続を開
始するよう勧告しました。
ところが 200年５月に米・EU間で暫定合意が成立し この長年にわたるところが、200年５月に米・EU間で暫定合意が成立し、この長年にわたる
紛争は終結に向かうことになりそうです。その合意内容は、EUがホルモンフ
リー牛肉（ホルモンを使用していない牛肉）のゼロ関税での輸入枠を新たに
設ける代わりに、米国は制裁措置をいずれ取りやめ、また双方とも当面WTO
に提訴しない等というものです。双方が妥協したわけですが、EUはホルモン
牛肉の輸入禁止措置を撤廃しなくて済むことになった点では「粘り勝ち」と
いえるかもしれません。
の紛争のプ セスから分かる とは 第 にWTの判断に いては 特この紛争のプロセスから分かることは、第１にWTの判断については、特

に上級委員会には措置国の行った判断への配慮がある程度伺えますが、規制
に科学的根拠を要求するSPS協定の基本原則は、厳格に維持されているとみ
るべきです。第２に、WTOの裁定とは離れて政治的な決着が事実上図られた
ことは、紛争解決機関としてのWTOの限界が現れているともいえます。第３
に、食の安全をめぐる紛争とはいっても、単純に「自由貿易」対「消費者の
権利」といった対立構図だけでとらえられるものではありません。EUのホル
モン牛肉輸入禁止措置には域内における牛肉の供給過剰を背景にした輸入牛
肉の締め出しの意図も垣間見え、また、米国も結局はホルモンフリー牛肉の
輸出機会の拡大という「実」をとって矛を収めたことからも、この紛争は双
方の経済的利害の激突でもあったといえましょう。
※この詳細は、10月20日に開催した定例研究会の概要としてHPに掲載しておりますのでご覧下さい。
→ http://www.maff.go.jp/primaff/meeting/gaiyo/teirei/2009/index.   html

表 ホルモン牛肉紛争の経緯

1
1981、88年  ECがホルモン牛肉の輸入禁止措置

1996年 米国・カナダがEUの措置をWTO提訴

1998年2月 WTO裁定、「EUの措置はSPS協定違反」と認定、EUに是正勧告

1999年5月 EUがWTOの勧告を履行せず、米国はEUに対し制裁措置（報復関税の賦課）発動

2003年9月 EUが新たな指令の採択（引き続きホルモン牛肉を輸入禁止）

2005年1月 EUが米国の制裁措置を「EU新指令施行により正当性がなくなった」としてWTO提訴

2008年11月 WTO裁定、最終判断はせず、再度パネル手続開始を勧告

2009年 月  米・EU間の暫定合意成立、覚書の締結

米・EU間「ホルモン牛肉紛争」の終結プロセス
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概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。


		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 1

		合格: 13

		不合格: 16




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		不合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		不合格		適切なネスト






先頭に戻る
